
































































明』（The Celtic Twilight, 1893）のエピローグに、幻想的な世界への誘いを歌った「薄明のな
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　詩のテキストは Daniel Albright (ed.); W. B. Yeats: The Poemsを使用した。
※本稿は 2015年 8月 1日、語学教育センター主催による「国際教養講座」において「幻想の
アイルランドより─詩人W. B.イェイツについて」というタイトルのもとに発表したものを
改めて加筆・修正したものである。
